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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月28日(2021.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取得条件の成立に基づいて情報を取得可能な取得手段と、
　その取得手段により取得された前記情報が記憶される記憶手段と、
　その記憶手段に記憶された前記情報に基づいて判定を実行する判定手段と、
　その判定手段による判定結果を示すための識別情報を所定期間、表示手段に動的表示す
ることが可能な動的表示手段と、
　前記表示手段に特定の前記判定結果を示すための識別情報が停止表示された場合に遊技
者に有利となる特典遊技を実行することが可能な特典遊技実行手段と、を有した遊技機に
おいて、
　前記識別情報は、複数の図柄列で構成され、特定の図柄の組み合わせで表示されること
で、前記判定手段による判定結果が前記特定の判定結果であることを示すように構成され
ており、
　前記動的表示手段は、前記複数の図柄列のうち、１の図柄列以外を前記特定の判定結果
を示すための組み合わせとなることが可能なリーチ表示態様で表示可能な特定の動的表示
態様で前記識別情報を動的表示させることが可能であり、
　前記判定手段により判定される前の前記記憶手段に記憶されている前記情報のそれぞれ
に対応する図柄を前記表示手段に表示させることが可能な図柄表示手段と、
　前記図柄が表示される領域であることを示す領域情報を可変させることが可能な図柄表
示領域可変手段と、を有し、
　前記遊技機は、
　前記図柄が表示される領域であることを示す領域情報を前記図柄が表示されていない状
態であっても表示可能であり、
　前記図柄が表示されていない前記領域情報が可変されている状況下において特定演出を
実行することが可能な手段を有し、
　第１条件が成立することに基づいて前記図柄が表示されていない前記領域情報が可変さ
れる場合に前記特定演出として第１特定演出を実行することが可能であり、前記第１条件
とは異なる第２条件が成立することに基づいて前記図柄が表示されていない前記領域情報
が可変される場合に前記特定演出として前記第１特定演出とは異なる第２特定演出を実行
することが可能であり、
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　前記特定演出が実行されている期間において前記記憶手段に予め定められた所定数まで
記憶された場合に前記所定数まで記憶されていることを遊技者が識別可能な報知態様を報
知可能にされており、
　前記第２特定演出は、前記特定の動的表示態様における前記リーチ表示態様が表示され
ている期間に前記領域情報が可変されている状況下において実行可能にされており、所定
条件の成立に基づいて前記リーチ表示態様で表示されていた前記図柄の組み合わせを可変
させることが可能にされていることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、取得条件の成立に基づいて情報を
取得可能な取得手段と、その取得手段により取得された前記情報が記憶される記憶手段と
、その記憶手段に記憶された前記情報に基づいて判定を実行する判定手段と、その判定手
段による判定結果を示すための識別情報を所定期間、表示手段に動的表示することが可能
な動的表示手段と、前記表示手段に特定の前記判定結果を示すための識別情報が停止表示
された場合に遊技者に有利となる特典遊技を実行することが可能な特典遊技実行手段と、
を有し、前記識別情報は、複数の図柄列で構成され、特定の図柄の組み合わせで表示され
ることで、前記判定手段による判定結果が前記特定の判定結果であることを示すように構
成されており、前記動的表示手段は、前記複数の図柄列のうち、１の図柄列以外を前記特
定の判定結果を示すための組み合わせとなることが可能なリーチ表示態様で表示可能な特
定の動的表示態様で前記識別情報を動的表示させることが可能であり、前記判定手段によ
り判定される前の前記記憶手段に記憶されている前記情報のそれぞれに対応する図柄を前
記表示手段に表示させることが可能な図柄表示手段と、前記図柄が表示される領域である
ことを示す領域情報を可変させることが可能な図柄表示領域可変手段と、を有し、前記遊
技機は、前記図柄が表示される領域であることを示す領域情報を前記図柄が表示されてい
ない状態であっても表示可能であり、前記図柄が表示されていない前記領域情報が可変さ
れている状況下において特定演出を実行することが可能な手段を有し、第１条件が成立す
ることに基づいて前記図柄が表示されていない前記領域情報が可変される場合に前記特定
演出として第１特定演出を実行することが可能であり、前記第１条件とは異なる第２条件
が成立することに基づいて前記図柄が表示されていない前記領域情報が可変される場合に
前記特定演出として前記第１特定演出とは異なる第２特定演出を実行することが可能であ
り、前記特定演出が実行されている期間において前記記憶手段に予め定められた所定数ま
で記憶された場合に前記所定数まで記憶されていることを遊技者が識別可能な報知態様を
報知可能にされており、前記第２特定演出は、前記特定の動的表示態様における前記リー
チ表示態様が表示されている期間に前記領域情報が可変されている状況下において実行可
能にされており、所定条件の成立に基づいて前記リーチ表示態様で表示されていた前記図
柄の組み合わせを可変させることが可能にされている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１記載の遊技機によれば、取得条件の成立に基づいて情報を取得可能な取得手段
と、その取得手段により取得された前記情報が記憶される記憶手段と、その記憶手段に記
憶された前記情報に基づいて判定を実行する判定手段と、その判定手段による判定結果を
示すための識別情報を所定期間、表示手段に動的表示することが可能な動的表示手段と、
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前記表示手段に特定の前記判定結果を示すための識別情報が停止表示された場合に遊技者
に有利となる特典遊技を実行することが可能な特典遊技実行手段と、を有し、前記識別情
報は、複数の図柄列で構成され、特定の図柄の組み合わせで表示されることで、前記判定
手段による判定結果が前記特定の判定結果であることを示すように構成されており、前記
動的表示手段は、前記複数の図柄列のうち、１の図柄列以外を前記特定の判定結果を示す
ための組み合わせとなることが可能なリーチ表示態様で表示可能な特定の動的表示態様で
前記識別情報を動的表示させることが可能であり、前記判定手段により判定される前の前
記記憶手段に記憶されている前記情報のそれぞれに対応する図柄を前記表示手段に表示さ
せることが可能な図柄表示手段と、前記図柄が表示される領域であることを示す領域情報
を可変させることが可能な図柄表示領域可変手段と、を有し、前記遊技機は、前記図柄が
表示される領域であることを示す領域情報を前記図柄が表示されていない状態であっても
表示可能であり、前記図柄が表示されていない前記領域情報が可変されている状況下にお
いて特定演出を実行することが可能な手段を有し、第１条件が成立することに基づいて前
記図柄が表示されていない前記領域情報が可変される場合に前記特定演出として第１特定
演出を実行することが可能であり、前記第１条件とは異なる第２条件が成立することに基
づいて前記図柄が表示されていない前記領域情報が可変される場合に前記特定演出として
前記第１特定演出とは異なる第２特定演出を実行することが可能であり、前記特定演出が
実行されている期間において前記記憶手段に予め定められた所定数まで記憶された場合に
前記所定数まで記憶されていることを遊技者が識別可能な報知態様を報知可能にされてお
り、前記第２特定演出は、前記特定の動的表示態様における前記リーチ表示態様が表示さ
れている期間に前記領域情報が可変されている状況下において実行可能にされており、所
定条件の成立に基づいて前記リーチ表示態様で表示されていた前記図柄の組み合わせを可
変させることが可能にされている。
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